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重要な働きをしていることが示唆された。
PA－2．
胸腺内細胞分化におけるマウスThy28核タンパ
ク質発現の役割について
（免疫学）
○豊田　博子、高田　栄子、浅倉　英樹
　水口純一郎
（難治研）
　善本　隆之
【目的】　Thy28分子は免疫系組織（胸腺、脾臓）、精巣、
肝臓などで強い発現が認められ、その構造は細菌から
脊椎動物まで高度に保存されている。我々はこれまで
に、Thy28は抗原受容体を介するアポトーシス誘導に
対して抵抗性を示す核タンパク質であることを明ら
かにしてきた。T細胞の成熟・分化にはT細胞抗原受
容体を介するシグナルが主要な役割を果たしている
ことが示されているので、今回、胸腺内細胞分化にお
けるThy28の役割を検討した。
【方法】マウス胸腺の免疫染色は、胸腺を固定後、
我々が作製した抗マウスThy28抗体を用いて定法に
従って行った。Thy28　mRNAおよびタンパク質発現
は、RT－PCRおよび抗体を用いたウェスタンプロット
法またはフローサイトメーターにより評価した。細胞
分画は、定法に従い微量高速遠心機を用いて核分画と
細胞質分画とに分離した。胸腺細胞の亜集団は
autoMACS（auto　Magnetic　Cell　Sorting）を用いて分離
し、フローサイトメーターで確認した。
【結果】胸腺細胞を分画しウェスタンプロット法に
て調べたところ、Thy28タンパク質は主に核に局在し
ていた。胸腺細胞をautoMACSにてCD4”CD8一
（DN）、　CD4＋CD8＋（DP）、　CD4＋CD8一（CD4＋）、　CD4　
cD8＋（cD8＋）の亜集団に分画しThy28発現レベルを
調べたところ、CD4＋およびCD8＋段階に比べてDP
段階においての発現が低下していた。胸腺を免疫染色
すると、この事実と合致して、Thy28タンパク質は主
に成熟胸腺細胞を含む髄質に存在していた。Thy28が
in　vitroにおける抗原受容体を介するアポトーシス活
性を抑制することより、胸腺細胞の正／負の選択に関
わっていると思われる。
PA－3．
リボソームRNA遺伝子を用いたPCRによる
乾癬患者末梢血単球中の微生物の検出
（皮膚科学）
○大久保ゆかり、古賀
（小児科学）
　河島　尚志
道之、坪井　良治
【目的】乾癬と微生物については、全身的な感染症や
病巣感染に伴い、乾癬の皮疹が出現あるいは増悪する
ことは以前よりよく知られている。また我々は乾癬患
者における単球がサイトカインを過剰に産生してい
ることを報告してきた。この単球の活性化に微生物の
貧富が関与している可能性を考え、尋常性乾癬患者の
末梢血単球中の微生物DNAをPCR法にて増幅、解
析し、健常人と比較した。対象および方法：対象は尋
常性乾癬患者15名および健常人12名で、早朝空腹時
静脈血を採取し単球を分離。単球よりDNAを抽出
し、それぞれの微生物に共通であるuniversal　primers
を用いてPCR法にて増幅、半定量、比較検討し、増幅
されたDNAの塩基配列を解析した。細菌は16S
ribosomal　RNA遺伝子配列より、真菌は18S
ribosomal　R：NA遺伝子配列よりprimer　pairを選択し
た。さらに単球のサイトカインmRNAの発現との相
関も検討した。結果：　患者群の単球中の細菌16S
ribosomal　DNA量は、あるprimer　pairでは健常者群
のそれより有意に高値を示した。その塩基配列の解析
により、一部にはPseudomonasの関連が推定された。
しかしそのDNA量とサ・イトカインmRNAの発現と
の相関は認められなかった。真菌では有意差は認めら
れなかった。なお、本演題は平成12年度東京医科大学
研究助成金を受けている。
PA－4．
ヒト肺線維芽細胞活性化に対する血小板活性化
因子（PAF）の影響
（小児科学）
○久保嶋慎二
【目的】気管支喘息の病態において、その主要病態で
ある好酸球性炎症に対し、PAFは様々な作用が報告
されている。特に好酸球に対する細胞接着反応、活性
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酸素産生、細面粒においては強力な因子の一つであ
る。しかしPAFの肺線維芽細胞に対する作用につい
ては明らかにされていない。そこで、肺線維芽細胞の
eota）dn産生及び接着分子の発現に対するPAFの影
響について検討した。
【方法】　ヒト胎児肺線維芽細胞（HFL－1）をIL－4、
PAF、あるいはIL－4＋PAF、存在詞にて48時間培養
した。Eotaxinは上清を回収しELISA　kitにて測定し
た。接着分子は、HFL－1を剥離し採取後、　FITC標識
抗体anti－ICAM－l　mAbあるいはanti－VCAM－1　mAb
を添加後、FACSCalibur　cytometerにて解析した。
【成績】　ヒト胎児肺線維芽細胞（HFL－1）のeotaxin
産生において、IL－4とともにPAFを添加すると、IL－4
単独に比べ産生は増強した。またIL－4存在下でPAF
はeotaxin産生を濃度依存性に増強した。接着分子の
発現では、ICAM－1発現はいずれも増強を示さなかっ
た。しかしVCAM－1発現において、　IL－4とともに
PAFを添加するとIL－4単独に比べ発現は増強した。
また、PAF拮抗薬はそれぞれの増強効果を抑制した。
【結論】PAFがIL－4存在下で肺線維芽細胞からの
eotaxin産生、　VCAM－1発現を増強することを示した。
eotaixn、　VCAM－1ともに好酸球の局所への選択的浸
潤に関係する重要な因子であり、Thelper　cell（Th）2
サイトカイン優位である気管支喘息のアレルギー性
炎症において、PAFが肺線維芽細胞への作用を介し
て、好酸球の気道局所への浸潤に影響している可能性
を示唆する。
PA－5．
vogt一小柳一原田病患者血清中IgG抗体が認識す
る自己抗原の同定
（大学院単位取得・眼科学専攻）
○大谷壮志
【目的】Vogt一画柳一原田病（VKH病）は、ぶどう並等
の色素細胞を多く含む組織が障害され、色素細胞に対
する自己免疫疾患と考えられている。今回我々は、
cDNA発現クローニング法を用い、　VKH病患者血清
中IgG抗体が認識する自己抗原の単離を試みた。
【方法】　高色素産生悪性黒色腫細胞株SKme123と培
養色素細胞からラムダファージcDNAライブラリー
を作製し、VKH病患者ll人の血清を大腸菌発現タン
パクに反応させ、抗ヒトIgG抗体と酵素抗体発色法を
用いて、患者血清IgGが認識する抗原遺伝子を単離・
解析した。さらに、VKH病35例、健常人30例の血清
を用いて、単離抗原に対するIgG抗体の存在を検討し
た。
【結果】VKH病患者ll人の血清を用い、約4×106
のcDNAプラークをスクリーニングして、約200個
の陽性クローンを単離した。このうちの一つKU－
MEL－1は、以前、我々がSEREX法とDNAチップ法
で単離した悪性黒色腫抗原であり、色素細胞選択的な
発現を示す分子であった。そこで、VKH病患者血清に
おける抗KU－MEL－1抗体を調べたところ、35例中22
例にIgG抗体が検出された。健常人血清30例には、検
出されなかった。
【考察】VKH病はHLA－DR＊0405と非常に強い相関
があり、色素細胞に対する自己免疫反応における
MHC　class　H拘束性CD4＋T細胞の関与が示唆され
ている。IgG抗体が認識する抗原に対してはCD4＋一T
細胞が活性化されている可能性が強く、色素細胞選択
的発現を示し、VKH病でIgG抗体が検出されるKU－
MEL－1はVKH病の病態形成に関わる可能性がある。
PA－6．
筋・神経生検にて小血管のフィブリノイド型血
管炎を認めた塵（じん）肺併発MPO－ANCA関
連血管炎の1例
（八王子・腎臓内科）
○高良　洋平、吉田　雅治、吉川　憲子
　渡邊　妙子、中林　　巌、明石　真和
（八王子・病理診断部）
　望月　　眞
【症例】　74歳男性。42年間空調整備に携わり、69歳時
に塵肺症を診断された。2004年6月　　より38℃台
の発熱、倦怠感が出現し持続。その後妻下肢浮腫も認
め近医にて抗生剤、利尿剤を処方された。約2週間後
に右腹部に帯状庖疹出現、1ヶ月で5kgの体重減少を
認め、尿蛋白（1＋）、潜血（2＋）、炎症反応持続（CRP4－
5mg／dl）、　MPO－ANCA　538EUと高値を認めたため
ANCA関連血管炎（AAV）疑いにて8月　　入院と
なった。しかし、入院後解熱、尿所見の正常化を認め、
腎生検でも血管炎所見を認めなかったため治療の適
応が問題となったが、下肢の感覚障害を認め、感覚・
運動両方の神経伝導速度の低下を認めたため腓腹神
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